
 

 

 

２０２２年５月１１日 

「国連グローバル・コンパクト」への参加について 

～サステナビリティ（持続可能性）に係る取り組みを推進～ 

当社は、サステナビリティに係る取り組みを一層推進していくため、世界最大の

サステナビリティ イニシアチブである「国連グローバル・コンパクト※」（以下、「ＵＮＧＣ」）

に署名し、５月１０日付で参加企業として登録されました。 

 当社は、昨年１０月に「東北電力グループサステナビリティ方針」を制定し、サステナビリティを

経営の中核に据えて、気候変動問題、自然災害の激甚化、人口減少、少子高齢化などの

サステナビリティに係る社会課題の解決に積極的に取り組んでおります。 

その中で、多様化・複雑化する社会課題を解決していくためには、様々な企業や団体との

パートナーシップの強化が一層重要となっており、今回、ＵＮＧＣへの参加により、参加

企業・団体との連携・交流などを通じて、東北電力グループのサステナビリティの高度化を

実現できると考えたものです。 

引き続き、東北電力グループ一丸となり、東北６県および新潟県、ひいては社会全体の

持続的な発展に貢献していくとともに、中長期的な当社グループの企業価値向上を目指して

まいります。 

以 上 

※ 国連と民間（企業・団体）が連携し、健全なグローバル社会を築くことを目的に、

２０００年に発足したイニシアチブ。各企業・団体がリーダーシップを発揮し、持続可能な

成長を実現するための自発的な取り組みであり、参加する企業・団体は、人権、労働、

環境、腐敗防止の４分野に関わる１０原則を遵守し、実践することが求められる。 
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